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正の数・負の数 

  年   組
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１ ２

 ０より小さい数には負の符号－（マイ 

 ナス）、０より大きい数には正の符号＋  
（プラス）を付けて数を表す。

 ア○０より３小さい数 －３

 イ○０より３大きい数 ＋３

４

ある事柄を正の数、または負の数を使 

って表したとき、表した事柄と反対の

性質を逆の符号を付けることで表すこ

とができる。

○ア１０００円の収入  ＋１０００円

○イ１０００円の支出  ―１０００円

３ ６

０より小さい数を負の数といい、０よ

り大きい数を正の数という。

○ア－１ 負の数

○イ＋１ 正の数

５

負の符号－（マイナス）の付いた数

で表した事柄は、符号を変えて、反

対の性質をもつ言葉で表すことができ

る。

  －６個多い

  ＋６個少ない
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１ ２ ５ ６ 
数直線は、右にある数ほど大きい。 
 
 
 
 
 
○ア  Ａ・・・－２ 
○イ  Ｂ・・・＋１.５ 
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Ａ 

３ ７ 
絶対値とは、数直線上で、０からある

数までの距離をいう。 
 
○ア－３の絶対値・・・３ 
 
○イ＋５の絶対値・・・５ 
 
符号を外した数そのものの大きさを表

せばよい。 
 

４ ８ 
数の大小を比べると、数直線上で右に

ある数の方が大きい。 
○ア正の数の大小 
 絶対値が大きい数が大きい 
  ＋３＜＋５ 
 
○イ正の数と負の数の大小 
 正の数の方が大きい 
  －２＜＋２ 
 
○ウ負の数の大小 
 絶対値が小さい数の方が大きい 
  －７＜－５ 
 
○エ３つの数の大小 
 不等号の向きをそろえて表す 
  －３＜０＜２ 
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